
§1．はじめに

正弦曲線の極値点を含む微小な部分は，円の弧の

ように見える。そこで，正弦曲線における極値点を

含む微小な部分について，半径がどのくらいの円の

弧に近似されるのかを考察したい。

§2．極値点における�曲率半径�の定義

曲線 = f () 上の非特異点である極値点におけ

る�曲率半径�を次のように定義する。

曲線 = f () の極値点の 1つを P，この曲線上

のPと異なる点をQとする。2点 P，Qを通りPに

おいてこの曲線に接する円の半径を rとする。この

とき，極限値 lim


rを極値点Pにおける�曲率半径�

と呼ぶこととする。

この定義は，曲線上の非特異点である極値点を含

むその曲線の微小な部分が，“円の弧”に近似される

と考えたときのその円の半径という意味になる。

§3．正弦曲線の極値点における曲率半径

正弦曲線の極値点における曲率半径を調べる。

正弦曲線は無数の極値点をもつ中で，曲線の周期

性と対称性から，極値点における曲率半径は一定の

はずである。そこでまずは，原点Oで極小点をもつ

正弦曲線 =a−acosb (a>0，b>0) における原

点Oでの曲率半径を求める。

軸の正の部分に中心をもち，原点Oで 軸に接

する半径 rの円 +(−r)=r と正弦曲線

=a−acosb との共有点のうち，原点Oと異な

るものの 1つをQとし，Qの 座標をαとする。

αは +{a(1−cosb)−r}=r の解の 1 つであ

るから α+a(1−cosbα)−2ra(1−cosbα)=0

α0 より

r=
α

2a(1−cosbα)
+

a(1−cosbα)
2

=
α(1+cosbα)

2asinbα
+

a(1−cosbα)
2

=
1+cosbα

2a
⋅

(bα)

sinbα
⋅

1
b +

a(1−cosbα)
2

ここで，Q  O ⇔ α  0 であるから，正弦曲線

=a−acosb の原点Oにおける曲率半径は

lim


r=lim


r

=lim


1+cosbα
2a

⋅
(bα)

sinbα
⋅

1
b +

a(1−cosbα)
2 

=
2
2a

⋅1⋅
1
b +0

=
1

ab

一般に正弦曲線は，方程式の“cos”と“sin”を

入れ替えても平行移動によって一致するから，例え

ば正弦曲線 =asinb の各極値点の曲率半径も

同じ
1

ab であり，以上を一般化すると次のことが

いえる。

�振幅 a，周期
2π
b

(a>0，b>0)の正弦曲線の極

値点における曲率半径は
1

ab である。�

比較例として，正弦曲線

=sin，=2sin，=sin2，=sin


2

の極値点における曲率半径はそれぞれ 1，
1
2
，

1
4
，4

である。
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